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★基本編★ 

(1)10世紀ごろから現れた武士団の代表的な棟梁は何氏か、２つ書け 

(2)白河天皇が、退位して上皇となった後も続けた政治を何というか 

(3)武士として初めて太政大臣になり大きな権力を振るった人物は誰か 

(4)鎌倉幕府を開いた人物は誰か 

(5) (4)の人物の弟で、平氏を滅ぼす活躍をした人物は誰か 

(6)鎌倉幕府に従う武士たちのことを何というか 

(7)鎌倉幕府の組織で、将軍を補佐する役割の役職を何というか 

(8) (7)の役職を一族で独占して務めたのは何氏か 

(9)1221年、後鳥羽上皇が鎌倉幕府を討とうとして兵をあげた乱を何というか 

(10) (9)の乱後、朝廷を監視するために京都に置かれた組織を何というか 

(11)北条泰時によって定められた、武士のおきてや裁判の基準をまとめたもの 

  を何というか 

(12)鎌倉時代ごろにあらわれた荷物の保管や運送を行う業者を何というか 

★鎌倉新仏教について以下の表にあてはまる人名や語句を書きなさい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(18)軍記物語の代表作で、琵琶法師によって伝えられたものを何というか 

(19)運慶・快慶によって作られた東大寺南大門に納められた彫刻を何というか 

(20)モンゴル帝国をまとめ、国号を「元」に改めた人物はだれか 

(21)元軍が日本に襲来したことを何というか、漢字２字で書け 

(22) (21)に対応した鎌倉幕府の執権はだれか 

(23)1297年、困窮した武士を救済するために、幕府は武士の借金を取り消す 

  命令を出した。これを何というか。 

(24)11世紀のヨーロッパでは、キリスト教会がイスラム教に奪われた聖地 

  エルサレムの奪回を目指してたびたび軍を派遣した。この軍を何というか。 
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人物 宗派 教えの内容など 

(13) 浄土宗 
ひたすら念仏を唱える 

親鸞 (14) 

(15) 時宗 踊り念仏 

日蓮 日蓮宗 念仏を唱えれば救われる 

(16) 臨済宗 
座禅を組み、悟りを開く 

道元 (17) 

平安後期～鎌倉時代の問題をまとめました。１年生の後半に習った範囲です。 

忘れている人が多い時代ですので、教科書等を見ながらしっかり復習しましょう。 

教科書 

ｐ70～81 



★記述編★ 

(1)源氏と平氏が特に力をもったのは 

なぜか、右の図を参考に簡単に説明 

しなさい。 

 

(2)白河上皇が始めた院政とはどのよう 

 な政治か、簡単に説明しなさい。 

 

(3)源頼朝が幕府を開く場所に鎌倉を 

 選んだのはなぜか、鎌倉の地理的な 

 条件に注目して答えなさい。 

 

(4)鎌倉幕府の将軍と御家人の関係に 

 ついて、「土地」「御恩」「奉公」と 

 いう言葉を使って説明しなさい。 

 

(5)鎌倉時代にあらわれた新しい仏教が 

武士や民衆に広まっていった理由を 

 簡単に説明しなさい。 

 

(6)鎌倉時代の終わりになると、御家人たちの生活は苦しくなっていった。 

その理由として考えられることを、以下の資料からわかることを含めて 

説明しなさい。 

＜御家人 大友能直の領地＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)元寇の後、御家人たちの不満が高まり、鎌倉幕府が滅びる原因の一つに 

なった。なぜ、御家人たちに不満が高まったのか、「元寇」「恩賞」という 

言葉を使って説明しなさい。 
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★ 解答 ★ 

～基本編～ 

(1)源氏・平氏 (2)院政 (3)平清盛 (4)源頼朝 (5)源義経 (6)御家人 (7)執権 (8)北条氏 

(9)承久の乱 (10)六波羅探題 (11)御成敗式目 (12)問（問丸） (13)法然 (14)浄土真宗（一向宗） 

(15)一遍 (16)栄西 (17)曹洞宗 (18)平家物語 (19)金剛力士像 (20)フビライ＝ハン 

(21)元寇 (22)北条時宗 (23)徳政令 (24)十字軍 

 

～記述編～ 

(1)源氏も平氏も皇族の子孫だったから。（天皇家の血筋を引いているから） 

(2)天皇を退位して上皇となったのちも政治の実権を握り続けること。 

(3)鎌倉は海と山に囲まれた地形であり、敵の侵入を防ぎやすかったため。 

(4)将軍は御恩として御家人に土地や役職を与えた。その代わりに御家人は奉公として将軍のために戦いに参

加したり都の警護をしたりした。 

(5)新しい仏教の教えが簡単で分かりやすいものだったから。 

(6)鎌倉時代の御家人の領地は分割相続（子に分割されて相続）されていったので、鎌倉時代の後半には 

御家人１人当たりの領地は小さくなってしまっていたから。 

(7)幕府は元軍を退けても領地が増えたわけではなく、御家人たちに元寇の恩賞が与えられなかったため。 


